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去年の繊維業界(こ課せられた大きな問題として､貿易の自由化が強く論ぜられて来ましたか､

大した影響もなく終始いたしました｡政府の所得倍増計画に基づいて.各産地とも生産設備の増

強と近代化が遂げられ､消費景気の掛こ乗って業界は活況を呈するに至りましたが､ 9月頃より

輸出不振と生産過剰から景気は下降しはじめ､公定歩合の引き上げと金融引締の強化は更に拍車

をかけ､加適圧的に不況の度を増して采ました0本県繊維業界も､一部の品静こついては､この

反響を受けて､不振となりました/lii､総体的にみて､拝謁な市況を堅持し得ましたことは､喜ば

しい次升ですo掛こ過剰生産や.過当鹿争をさけ､常に堅実な経営基盤の上に在って､伝統ある

特技を時代に融合せしめた結果と言えるでしょう｡

然し､今後に対処するためには､更に高圧な技術が要求されますので､当所の開放工場や.読

験室の整備と試験撒械器具の充実とを計り､試験研究指導体制の基盤を確立して,本県唯一のサ

ービスセンターとしての使命を完遂いたしたいと全所員とともに全力を傾注していますo特に特

産製品の高度化と､新製品の創案による新販路の打開とによって･業界の総合的な発展を遂行し

てまいりました｡

盛に､昭和58年度の業務概要を報告いたしまして､各位の参考に供するとともに､御批判を

賜りたくお願い申し上げますG
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滋賀県繊維工業指導所

所　長　小　川　藤　蔵
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Ⅰ　試作試験に関する事項

1.　カシミロソモケツト

目　　的

7クリル系研経の熟可塑性を応用してミンク加工を施し永久セットとしての風合と､比重の

小さい櫓椎による穀物の嵩高性を検討する.

設計概要

使用紐機　　大隈二重ビロード塩蔵

原　　料　　窪　　　地　絹糸　80/2

パイル　カシミロソ2/52

緯　　　　　　　綿糸　3q/2

密　　度　　蔑　　　9羽/C.72

打込　　2 3木/C7n

引　込数　　地4本　パイル1太　計　5本/羽

組　　織

6

5

4

5

2

1

結　　果

二重に縛って上下二枚をパイルでカットするのであるが､パイル長について種々試験したが､

何れもパイル長が不充分でゐり､又パイル原糸は披布用糸で撚が多い為パイルに扱う堀り､

更に密度が多かった為に加=ほ不充分であったが今後の研究に伴う指針を得ることが出来た,

2.ェラスチックカーペット

目　　的

合鮮紡績糸の弾性と合成樹経の電着加工によって毛布に劣らぬ弾力性と落着きのある敷物の

試作を目的とする｡

-2-

設計概要

使用積戟　大境二重ビロード箱積

原　料　経　地　綿糸80/2

パイル　スパンナイロン2.8/2

カシミpソ　　Lr'.8/2

緯　　　　ヵシミロソ　2/64

電着　カネカロン10dカット長3柘把

密　度　歳　　4.ユ8羽/m

打込　1 3.5泰/m

引込数　地8永　′叫ル1太　計9本/羽

パイルの割合

スパンナイロン　　2

カシミロン　　　　1

結異

･叫ノレ長の変化によって弾性の変化が極めて甚しいo短かければ重量感と規野性が多く､又

長すぎれば贋がなく敷物とした場合沈む様に感じられゝパイル長571m位で適当な剛性と立体

感､重畳感を有し弾力性に富んだ敷物が得られた｡

3･カシミロソ韓挺毛布

目的

アクリル系繊維の小さな比重とバルキー性で掻くて適度の保温性に富み従来からの散会であ

る起毛毛布と異った輪捺ほて保温性と触感を持たせる夏向き毛布を試作研究する｡

設計概要

使周紙機　原田式タオル織粒

原　料　経　地　力シミロソ　2/64

毛　　　〝　　　2/5 2
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韓　　　　カツミロソ　2/64

密　度　　飯　　　10.7羽/m

打込　　1 9本/cm

引込数　輪薮部　地1太毛ユ太　計2本/羽

縞　部　地2太　　　　計2太/羽

縞　　割　　輪鞍部19羽　縞部2羽　縦縞

組　椅　　両面パイル　3本梓　タオル組織

結　　果

一応初期の目的を達し得て非常に軽く､嵩高性のある夏向き毛布を得ることが出来たが､普

通タオル組紐でパイルがルーズになった為､これが抜けて来る恐れがあり加工或は組掛こて

パイルをセットする必要が認められた｡

4.シーツ地

目　　的

最近寝具関係の需要が高まって来ており､県下で生産されている麻織物の技術を活蒜して変

り組鰍こよるもの及びクレープの強撚技術の併用によってクL,-プシーツの試作を行なうo

設計概要

使用織積　　皇和式力続投

原　　料　経　麻スフ唱紡糸　16/1

韓(1)　q　　　　16/1

(2) ･Fレ-プにするものはこれを180D I/_h4強藻とす｡

密　度　鹿10.3羽//読

引込数

組　　織(1)

打込20.0本/cm

2速/羽

¢)クレープシーツ鞄は平蔵

結　　果

(1)の変り組鰍ま綾上後密掛ま粗い棟に見受けられたが精練晴と加工が進むに従い収縮し

密となってシユランク仕上になれま2 0%以上収縮し､粗硬な感じを受けるが普通仕上

で1 0%前後の収縮でタッチのいい風合となるo又クレープシーツ地のものは良好なシ

ポ立ちが得られ業界緒等E7:賢し生産に入っている｡

5.クレープシーツ地

目的

先のシーツ地を高級化し更に品矧向上を計る必要を認め盛要時のクレープシーツを研究する｡

設計概要

使用機械　　豊和式力織機

原　料　経　ポリノ-}ツクス7　30/1鍍麻加工

緯　　　　-　　　　-　　　-　　700 T/lJ施撫

密　度　鹿　　13.4羽/∽

打込　　2 1I7本///読

引込数　　　　　　2本/羽

組　　織　　平　績

その他　碍糸は0･2%の油剤にて下漬し湿式法によりリング撚糸榎で施撚す｡

結　　果

経緯共振麻加=を施してある為多湿皮で製織すれば高儀室が得られ酪糸は湿式でなければ

所定の鰍ま得られ軌､が上記方法にて行えば製品は良好なナミツポ立で涼味感のある､吸水

性に富んだシーツが得られ業界指導の指針となった｡

6･ナイロン変り織り

目的

現在市販されている婦人用-アークリップは､合成御旨の成勤に品又はワイトの芯にサ

ラン布を覆ったものが多くこれ等に代るべきものとして､本県で生産されている有線ビロー

ドの技術を応用した製品の試作研究を行う｡

設計概要

使用窟擬　動力式ビロード椋擬
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席　　料　　経　　地　　ナイロンモ/フィラメント　　14nnI)

パイル　　　　　　　　〟　　　　　　　　　350Ⅰ)

韓　　　　　　　　　　　〝　　　　　　　140∩工)

密　度　幾　9L84羽/cm

打込　5.51太/cm

引込数　地2本/羽　又は地2本+パイル1本太/羽

縞　　割　縞部　3羽でこの中央部1羽にパイル1本挿入

問隆　2羽とし1柄76羽使用

讃 � 

.吹 僮 

該方, �(ﾔB�乘茲�

琶召 刹吹[ 
舛彰｣ 白���

牢≠瑚 亦���

巨 �8�ﾕ&ﾂ� 

膏 ��i ∫ ��(ﾎ��

結　　果

初期の目的を達し得て業界を指導せんとしているG見本生産を終り本格生産に対処すべく準

備を進めている｡

絹混紡縮緬

目　　的

合駒フイラメ1/ t糸を任用した縮緬はしばしば見受けるが紡績糸使用の縮緬を試作研究し在

来の栢緬と比較検討するC

設計概要

使用織機　北陸披械式絹人絹織転

原　料　経　絹.テトロン混紡絹紡糸140/2

#　　　　　"　　　　140/2

生糸21中4太　引揃て混撚2700T/lJ S.Z.

密　度　　飯　25･1羽/cm

打込　21.2本/cln

一占-

引込数　　　　　2太/羽

組　　織　　　平　織

韓糸趣致　1趣

結果

精練にて碍糸の収縮は大で従来のものよ｡若干広く織上げて仕上を行い､膨ら如･iあり掻く､

ソフトタッチで洗濯による収縮も少なく価格も安価な縮緬が侍られたが現在染色法.仕上血

工等についての検討を進めている｡
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Ⅱ

1.職　員　の研修

力は億の取扱法

合成楢経の染色法

其の他の指導業務に関する事項

川　口技師　　　20日間

前川　技師　　　　7日間

2.開放工場の設備利用

機械名　　　　　　使用期間

鴇具撚糸殺

J.I

′′

′′

′ノ

′′

′′

1 36.4_3-4.5　　　　r

∠ 36.4.-1g　　　　′

～ 36･512-5-15･27　j

ナ36･&2ヽ1-8122 1

r　36.9.2_9-10.loll

/ 36.10.1 1　　　　/

7,36･10･12　　/

∵∵一､･
r/　'.I

･1イ

(/.:･･'I

＼ ､

G.I

イ了.】yYJ., (.I

〝　　　　　　　　　36.ll.2〔)一一1 1.24

"　　　　　　　　　3　7.3_7-3.1 0

繰　返　段　　　Q　36.4.19-4.20　2-

〟         36_1 1.2rO

杓　付　最　　†3614124-毒･28　r

〝　　　　　IJ36･5･23--5･24　2-

〝　　　　　　Fl　36,7.2077.21 i

〝　　　　　J1 36.7.28　　　　/

′ノ　　　　　J1 36.8.23-8.26　Lf･

'J JV　36.8.31-9_1 i

〝　　　　　lV3 6.9,4-9.5　　　2_

"　　　　　　　　　37.1.1 0-1,13

〝　　　　　　　　　37.1,19-1.22

u　　　　　　　　3 7.3.1 9-3.24

八丁撚糸段　　/i36･5･10-511 1乙
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使用　工場名

新川放物株式会社

二葉産業株式会社

森　孝　美　工　場

美浜産業株式会社

大塚産業株式会社

二葉産業株式会社

DLl

辻　　富　　商　　店

長浜童菓株式会社

二葉産業株式会社

近江絹紹合名会社

大塚産業株式会社

/∫

/∫

大塚興業杜式会社

中村織布株式会社

松原産業株式会社

長浜アセテート株式会社

大塚壷菓株式会社

/∫

′′

美浜産業株式会社

横　械　綴糸鮒撚　式　経　″丁　粛八　伊　整

L.,

下

′′

′′

′′

鑑　上　　境

池　田式按段

〝

Jつ　36.5.23-5･26　叶

37.1.2　9-2.3

J′36,6.26　　　/

･7 36,7･3　　　　′

叫36.9.6-9.7　　1

LI　36.1 0.1 1-10.12

7/

36.1 1,18

36.ll,20

113 6.6.6　　　　　　/

i)36.4.19-5･16d

lイ36.7.5-7.31　まつ

Lr36.8.28-9_15 Jケ

}I36.10.30-ll.17′1

37.2.1 3-3.1 0

大隈式二重ビロード綾織L73 6:6･2 6-7.3

高氏式有線ビロード絞乾113 6.7.3-7.1 0

′ノ

′′

豊和式力織機

/ノ

豊田式力般段

原田式タオル織機

3･研修生及実習生の養成

36.7.6　--7.　7

36.8.1 1-8.12

tJ/0 lil
ノ

4.研究会及展示会

L7 36･7112-7･139

1 36･11･21-ll.24Lt･

ち.36･9･11-9.135

3 6.ll,20-1129

36_ll.1-ll.15

3　7.3.1-3.1 0

○主1多

如才fソ:T･_I_.…■

鳴　瀬　商　店

高山産業株式会社

新内外綿株式会社

近江絹網合名会社

松原産業株式会社

大塚産業株式会社

辻　　富　　商　店

近江縮約合名会社

桶□蚊帳株式会社

寿絹織物工業株式会社

′′

′ノ

′′

′′

新内外綿株式会社

近江縞鰯合名会社

/I

′′

松源産業株式会社

辻　　富　　商　店

大塚産業株式会社

滋賀県物産株式数

県立短大生1 1名紡織試験法

長浜市中学生9 1名拾物一般

pQP等

月　日　　　　場　　　所　　　　来所者

6･ 1 2　　　観東研推工業協同組合　　1 5名

-if-

主~仁r '!''Jt

桑,fZ:芸e ',言
/,<毎も象主Z<

/,yD　転も玖

/､/tL/.Zl /I

内　　容

思案展示会



6. 2 8　　　湖寛繊維=菓協同組合

6. 2 7　　　高鳥織物工業協同組合

8. 22　　　本　　所

9･ 2 6　　　樹京繊施工業協同組合

10. 23　　　　　　　　　"

一戸~　　　　　　~ー~~~

1 1, 1 0　　　　　　　　　　〝

1 1.  1 7　　　　　　　　　　　〝

1 1.　22　　　　　　　　　　　〝

ll.7-9　　　本　　所

1 1･30-1 2･1　靭菜種施工業協同組合

12･　9　　　本　　所

1 2. 1 9　　　　　　〝

1 21 2 2　　　朝貢繊維工菓協同組合

1.　22　　　　　　〝

5　出版･刊行物

種　　別

横桔ニユース　升5号

オ6号

沖7号

業務報告　(昭和35年度)

6 0　　　箱耗取扱講習会

3　0　　　　　　　　〝

40　　　縮緬研究会

15　　図案展示会D

1 l　　　染色整理研究会

8　　　夜具他姓布団研究会

6　　　小巾制動研究会

17　　芯地研究会

13 0　　　段城展示実演会っ

3 0　　　巡回図案展示会I

38　　　縮緬研究会

6　　　ビロ-ド研究会

14　　　芯地研究会

1 1　/ト巾縫物研究会

部　数　　　発行年月

300　　　1961. 4

〝　　　　　1961. 7

〟　　　　　1961.10

12　0　　　1961. 9
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rJ7 I.丁†

}･組　織

所長

i
2.敷地･建物
′

本　　所

Ⅳ　　指導所に関する事項

庶　務　係-係　長1主事補2　汽権士1用務員1

指　導　係-一係　長1技　師3　技師補2　指導員3

能登川支所--主　任1　技　師3

高島支所-主　任1技　師2　主事補1

敷　　地　　　　5.6 5 4.02rlT.2

建　　物　　　1,064.001㌔

物理試験室　　72m2　　　図　案　室　　18m2

恒温匝温室　　36m2　　開放工場　　324m2

化学試験室　　54m2　　汽かん　室　　　2 07n2

染色試験室　　72m2　　　そ　の　他　　468m2

能登川支所　建　　物　　　　　　79.34m2

事　務　室　　　　37,95InB

そ　の　他　　　　41.39Ⅰ㌔

高島支所　建　　物　　　　　　61.9　m2

事　務　室　　　19.8　m:

匝温匝温室　　　　21.5　m'

そ　の　他　　　　20.6　rrI2

年主要設備機械

布抗長力試験捷　　　2　　耐水圧試験境　　1

糸萌伸圧試験機　　　4　　化　学　天　秤　　　4

箱　　圧　　計　　,　テンションメーター　　　5

検　　撚　　機　　｡　アムスラー型布摩持試験掠1

フェードテスター　　　l J叶ルi,カバ') :ノクラスター　　1

リ　ー　テス　タ　ー　　　1　　デュボックス比色計　　1

検　儀　　器　　　2　振切脱水　器　　1
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藩　示　天　秤

ストロボスコープ

写　真　引　伸　機

オシロ　スコ　-プ

電　気　蕩　煎　器

熱　風　乾　燥　機

原敬韓写真装置1式

イオン交換純水装置

1　静電気測定器

3　　マネー式試染織

1　軽　　度.　撫

1　迅　速　水　分　計

1　　トーシヨソ/ミラソス

1　ト　ル　ク　計

1　換　　　尺　　　稔

1　　カストム摩耗試験放

水素イオソ測定器　1

紫外線物質鑑識器　1

定　温　乾　燥　機　2

線物厚さ　測定機　1

ラウソダーテスター　　1

糸　抱合力試験積　1

小　型　マ　ソ　グ　ル　1

表　面　温　度　計　1

防　し　わ　試　験　投　1

蒸　気　発　生　践　1

ジェット　乾燥枚　1

分　析　装　置　一　式　1

噴射　式据　染　機　1

晦照琉締卵/

づ湘　　句:: ㌔

願　　慈　　鎮

圧縮弾性試験棟

染色摩擦試験機

小　型　布　染扱

ス　t･マー粘定計

竪型水管式ボイラー

力　　織　　機

準　　　備　　　積

経メリ　ヤ　ス積

読　染　用　嗣　釜

縫　糸　蕪　染　織

木　製　精　練槽

超音波発振機

笥臥
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1

1

1

1

1

1

5

1

5

1

1

1

1

1

10 (絹､綿､ビローにタオ叫自動)

･式豊歪監写譜繰返稔

1

2

2

3

1

(亀　昭和5 6年度歳入歳出決算

歳　　入

科目 

早 冦｢�節 儿ﾘｴﾂ�決算額 

使用料 伜兌8ﾆ��yw�{��繊維工業指導所設備 亦����ｲ���21,415 

手数料 物品売払代 妊入 伜仂hﾆ����I{��碑練工業指導所試験 �227,090 

(款)使用料及 産物売払代 不用品売払代 雑入 賃貸料 働竺収入! 偃��I{����ﾊxﾏh���ﾙWI{���#CゅS�R�3�ﾃ�3��#津#モ�"ﾃcS���"��#��づcs��2ﾃCS��CBﾃ�S��

科目 

項 �?｢�野附託 剏�Z額 

倍軽工業指導所賛 ��Y.YN��吏員絵 給料 職員手当 儻ﾙwｸ詹9b��).稲�9b�ｯｩih詹9b�ｼ饐x詹9b�+H曁ｼ駝�詹9b�13,809,042円 9,567,905 5.133,000 1.638,000 2.796,905 218.792 19,880 1,439,736 439.770 367.984 



旅　賃　消　鯨　食　印　光

義耗

刷　熟 本

科　糧　製

水

資　金　寮　費　費　貸　費

特殊勤務手当

通　勤　手当

寒冷地手当

宿日直手当

16,896

95.497

70,950

127,400

1,289,325

県職　員　費

財産管理費

賛　賛負請　品事工　備

通信運搬　窪

手　　数　　料

借料および損料

修　　繕　　料

工事請負　黛

備　　品　　費

舵

報　　償

曇　資

賃　　　　金

消　耗　品　費

燃　　料　　費

印刷製本　費

光　熱　水　草

通信運搬

数　繕手　修
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告　料　費

125,770

4,350

90,103

1 52.865

6　3,931

72,810

202,548

1 50,994

9.000

1,020

223,965

50,000

1 31,969

10,000

2,95 1,812

286,960

39,433

4 1 8,766

1 59.000

52,000

1 1 7,955

1 7,982

1 08.872

231,934

(款)産業経済費

職　　員　　費

(款)県　庁　費

維持補修費

災害補修費

(款)財　産　費

職　員　手　当

工事請負貸

借　　席　　料

超過勤務手当

870,000

648.910

1 3.8r)9,042

36,466

36,466

693.800

599,800

94,(loo

693,800

占す事業の執行
イ　電動横及び伝導方式の改善

開放工場設置の製織準備耗及び璃機のベルト伝導方式を電動積直結式に改善し安全管理を

行う｡

ロ　開放工場床張り工事

開放=場全体を板張りとし土砂塵芥による袋品の汚れを防止すると共に温湿度の調節に僚な

らしめナニo

6.職　　員

所　　　　長

庶　務　係長

指　導　係長

能登川支所主任

高島支所主任

庶　務　係

′.′

〟

′′

指　導　係

DLl

雷雲霊宝　小川　藤蔵
事務吏昌　　国　門　与　件

技術吏員　　今　井　信　次郎

"　　　　中　村　貞　一

〝　　　　野　々　下　増三

主　事　補　　麿

〟　　　　　福

汽かん土　　中

用　務　員　　帯

技術吏員　　屠

〝　　　　　小

一17-

山　健　三

永　悦　子

川　一　郎

藤　重　雄

本　望　次

林　昌　幸



指　導　係

′′

′′

′′

′′

′′

能芋川支所

/′

′′

高　島　支所

〝

′′

技術吏昌　　　川　口　　　　浩

技　師　輔　　　川　添　　　　茂

〝　　　　　木　村　忠　義

指　導　員　　　吉　田　周　蔵

〝　　　　　川　島　良　子

〝　　　　　西　山　富　子

技術吏員　　　坪　井　　　　明

〟　　　　　勝　木　司　治

〝　　　　　内　藤　　　　静

技術吏員　　　掘　井　利　男

〝　　　　　前　川　春　次

主　事　補　　　中　村　　　　務

昭　和　3　5　年　度

業務報告

滋賀県繊維工業指導所


